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§１ はじめに 
2000 年に品確法が制定され、居住者が住宅性能レベル

を選択することも可能になってきた。しかし、現状では

住宅性能の内容が専門的でわかりにくいといった問題点

も指摘されており、今後の改善が期待される。しかし、

自己責任のもと、居住者が自分の住宅性能を理解し、必

要に応じて要求レベルを考えることは重要であると考え、

居住者の重視する住宅性能および住宅性能に対する意識

を把握し、設計者が認知することが必要だと考えた。 

昨年度は 30 歳代を対象としたアンケート調査１、２）につ

いて報告した。本報では 50 歳代を対象としたアンケート

調査の概要と結果を報告する。また年代の違いによる住

宅性能の重視度合や必要度合の違いを明らかにし、性能

項目の理解度等も明らかにする。 

§２ 調査概要 
本報で報告する 50 歳代居住者を対象としたアンケート

調査の概要を表１に示す。なお、昨年度報告した 30 歳代

居住者を対象とした調査概要も併記している。 
表１ アンケート調査の概要 

 30 歳代居住者 50 歳代居住者 

調査時期 平成 15 年 2月～４月 平成 16 年 8月～10 月

調査地域 東京・埼玉・神奈川・茨

城 

東京･埼玉･神奈川･千葉･

群馬 

対象者 30 歳代 50 歳代 

調査数 75 件 75 件 

・住宅選定時に重視する住宅性能 

・住宅選定時に情報として必要と思う住宅性能 

・住宅性能表示制度に対する居住者の意識と理

解度 

・住宅選定時にグレード選択できる項目数と情

報として必要に思う項目数 

調査項目

の概要 

住宅選定時に考える

性能項目の選定基準 

性能表示方法に対する

居住者の意識と理解度 

回答者は男性 57％、女性 43％である。回答者の属性の

一部である住まいの形態および家族構成を図１，２に示

す。なお、前報で報告した 30 歳代居住者の結果も併記し

ている。 
 50 歳代は戸建住宅に住む回答者が半数以上であり、マ

ンション住まいの多かった 30 歳代とは異なる傾向を示す。

また、家族構成についても 50 歳代は夫婦＋子が大半であ

り、これらの属性等の違いからも、30 歳代と 50 歳代では

住要求が異なるものと考えられる。 

また、住宅性能表示制度の認知度を調査した結果、

55％の人が住宅性能表示制度を「知らない」と回答し、

「聞いたことはあるが内容はわからない」と合わせると

80％以上の人が制度を認知していないことがわかる。 

§３ 50 歳代居住者の住宅性能に対する 

重視度合および情報の必要度合 
居住者の住宅性能に対する重視度合について 59 項目の

住宅性能を対象に調査した。重視度合は、「非常に重視す

る」から「全く重視しない」の４段階に分けて質問し、

その平均値をプロットした。結果を図３に示す。 
さらに、性能の情報を必要とするか否かを同様の４段

階評価で調査し、平均値をプロットした結果を図４に示

す。これらの図には、30 歳代居住者の結果も併記した。 
重視度合については、「大変重視する」「やや重視する」

と評価した合計人数が多かった住宅性能項目は、「耐震

性」「日当たりの良さ」「価格」「基礎・地盤の安全性」

「構造の安定」「耐久性」「防犯性」「風通しの良さ」など

であった。 
 また、「あまり重視しない」「全く重視しない」と評価
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した合計人数が多かった住宅性能項目は、「耐雪性」「耐

風性」「自然エネルギーの利用」「増改築・リフォームし

易さ」「設計の自由度の高さ」「高齢者への配慮」などで

ある。比較的、地球環境に影響するような性能項目の重

視度合が低くなる傾向がみられた。 
居住者が重視する性能と、自宅にとって必要だと考え

る性能には差があることがわかる。また、30 歳代と比較

すると、重視度合や必要度合は 50 歳代の要求レベルが低

い性能が多い。また 30 歳代では耐震性や地盤の安全性よ

りも、価格や日当たりが優先される傾向にあったが、50
歳代では価格や日当たりよりも、耐震性や地盤の安全性

を重視する傾向がみられた。また、環境に関する項目や

高齢者対応に対する項目の重視度合は、全体の項目の中

では優先順位は低いものの、30 歳代居住者より重視する

人が多い。また戸建住宅居住者 43 名と集合住宅居住者 32
名で傾向を比較した結果、戸建住宅居住者の方が全体的

に性能の要求レベルが高いことがわかった。なお、集合

住宅居住者の方が要求レベルの高かった性能項目は、音

に関するものと高齢者対応に関するものであった。 
§４ おわりに 
 本報では、東京都近郊の 50 歳代居住者を対象に住宅性

能に対する意識および各種性能に対する重視度合等につ

いて調査を行った。結果の一部について、前年に調査を

行った 30 歳代居住者との比較を含め、報告した。次報で

は属性別の分析結果について報告する。 
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